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1. はじめに 

工学やシステムは，本来人間のために存在する．ある分

野を進化させて行くときに，それを効率的に進めるために

細分化して研究開発を深めて行くことは合理性を持つが，

そのためには全体を見ながら分野自身の合理性を常に確認

し続けることが重要である．基本的に人間社会と親和性の

高い科学技術を展開するための方法論，人間社会に直接役

立つシステムの創成論は重要なテーマである．本稿では，

進歩（イノベーション）の三段階から始め，システム創成

論[1]-[8]と QoSC (Quality of Spatial Comfort; 空間的心地よさ

の質)[1]を簡単に述べ，システム創成論的観点から IT（情

報技術）によるモビリティと経済活性化に関するテーマの

話題提供を行う．人の回遊の発生は経済活性化にとって重

要な要素のひとつである[10]という立場に立っている． 

2. 進歩（イノベーション）の三段階とシステ
ム創成論[1]-[8] 

人にも組織にも国にも図 1 に示すような進歩の三段階が

ある．イノベーションの三段階と言ってもよい．第一段階

ではソリューションを学んでその改善を行う．第二段階で

は問題を学んでソリューションを創る．第三段階は混沌と

した社会現象や自然現象を観て問題をきれいに定式化する．

第三段階は人類が遭遇したことのない状況への対応の段階

で，その成功は確率的であり，これらはシステム創成論の

前提となる意識である．図２に理工学から人間社会への３

階層モデル[1]-[3]を示し，システム創成層の位置づけを明

確化する．システム創成は人間社会のライフスタイル・価

値観と数理物理・科学技術の基本の両面から行うこと[1]-
[3]を基本とする（図３参照）．さらに，図４に社会に定着

しやすいシステムの三要素として，ユビキタス時代のシス

テム創成経済活性化トライアングルを示す． 
システム創成論では，上下分離で持続的発展の基本とな

るプラットフォームの議論も重要であるが，ここでは紙面

の都合で割愛する．図５にはシステム創成の方法論を示す．

この図は，抽象化の上り階段を登り，具体化の下り階段を

下ることで，真似や単なる改善ではない，社会的受容性の

高いシステム創成を行うために用いる一種のツールである． 
 

3. QoSC[1] 

20 世紀の時空間を超える IT に対し，21 世紀に入り，リ

アルワールドの IT の重要性が高まっている．なぜリアル

ワールドか？それは人も物もリアルの世界の存在だから．

人が人らしく生きるため，自在に動き，コミュニティに所

属しアイデンティティを発揮する．人と物の移動は生きる

ことと経済活動の要(かなめ)．QoSC に着目し，リアルワ

ールドの IT で街を高度化し，生活の質を高める．QoSC は

大きく２つに分けると考えやすい．移動しやすく，また，

そこに居ること自身心地よい，すなわち，「モビリティ」

と「空間そのもの」の心地よさである．QoSC を上げれば

サイバー空間の IT で人の心が集まる．人の心が集まれば，

リアルに人が集まる．リアルに人が集まれば，物が集まる．

物が集まれば経済が動く．人と物のモビリティと購買環境

の高度化はリアルワールドの IT による（図６参照）．  

4. 幾つかのテーマから 

２．および３．で述べたシステム創成論と QoSC の考え

方に基づき，４.では，幾つかのテーマを論ずる．いずれも，

紙面の都合で詳細は割愛せざるを得ないが，会場でもう少

し詳しく述べてゆきたい． 

4.1 電気自動車の普及[2],[3] 

液体燃料のガソリン車と異なり，電気自動車の社会では，

「駐車＝充電」が予想され，電気自動車ラスト 10m 問題を

解決する非接触給電と低社会コストのジャストワンビル決

済により，結果として時空間平準化（スーパー・スマー

ト・グリッド）に繋がる可能性が期待される． 

4.2 マイクロモビリティ[1] 

15 年後の超高齢化時代は今の大きさのままの車では困難

が予想される．交通結節点の集約化と Park & Charge with 
Lock で，今の車以外の手段でも高齢者の移動を確保し，マ

ンション・アパートの人も EV 環境を享受する．モビリテ

ィのマルチモーダル化はインターモーダル化を予見させる． 

2012 年　電子情報通信学会総合大会

Copyright © 2012 IEICE2012/3/20 〜 23　岡山市 SS-137

BI-6-6

（ 通信講演論文集2）



 

4.3 災害時の通信チャネル確保 

図７のように，バルーン，太陽光パネルと蓄電池，基地

局により，細くても確実に通信チャネルを確保する．この

ような場合の通信には長物（短距離でない通信）でチャネ

ルを提供することが，合理性が高いと著者は考えている． 

4.4 次世代平面交差[12],[13] 

ユビキタス・センサ・ネットワーク時代の交通信号制御

ADS（高度デマンド信号制御方式）とラウンドアバウトの

二極化の可能性がある．サイクル，スプリット，オフセッ

トを用いる従来型制御に対し，ユビキタス・センサ・ネッ

トワークを前提とすると，交通信号制御のパラダイム転換

が発生し得る．また，混雑しない場所は，安全で電力不要

で信号待ちのないラウンドアバウトが期待される． 

4.5 直感的な歩行者ナビ[4],[6] 

歩行者の WYSIWYAS ナビゲーション（WyN;直感的案

内）においては，コンシェルジュ性（個人個人に，コンテ

クストアウェアネスで，直感性高く）の高いシステムの実

現と MICO[1]でさらなる高度化が期待される． 

4.6 購買環境の向上[7],[11] 

ユビキタス・クラーク WyNIST は，商品・サービスの情

報への WyN，商品・サービスの場所への WyN，上流への

消費者の実製品に基づく微妙な趣向のフィードバック機能

を備えたシステムで，社会基盤的に普及することで購買環

境の向上（趣向にあった物の入手が容易な環境）に繋がる． 

4.7 ITS プラットフォーム[6]-[8] 

情報通信とポジショニングが最も基本的な提供される機

能であるが，接触事故回避などの安全運転支援系では情報

通信よりむしろポジショニングのハードルが高い． 

4.8 社会基盤としてのユーザの持ち物の変化 

携帯電話からスマホへ多くのユーザが移行しつつある． 

スマホは電話機能の他，G センサや GPS，無線 LAN 機能

を備えている．Wi-Fi AP は GPS に続く位置情報社会基盤

となっており，場所によっては GPS を凌ぐ．また，GPS
のデータ復調機能を利用した IMES は屋内における歩行者

のポジショニングに期待される．B by C まで考慮すると，

歩行者用ポジショニングは単一の手法による実現は困難で

あり，ヘテロジーニアスなシステム構造が大事である． 
普及が進めばユーザの持ち物は社会基盤の一部と考えら

れる．G センサと GPS，通信機能を組み合わせ利用した多

数のアプリが提案，提供されており，今後一層リアルワー

ルドの IT が，従来ではコストの壁に阻まれた多くのシス

テムの実現を全く異なった手法で可能として行くだろう． 

事態は様々な条件で急速に変化するが，大事なことは，

手段と目的を履き違えず，普遍性と即時性を見極め，原理

原則を重視しながら研究、開発、普及を進めることである． 

5. おわりに 

QoSC に着目し，リアルワールドの IT で街を高度化し，

生活の質を高めるためのモビリティの高度化と電子コンシ

ェルジュ．これらを実現する新社会インフラに関し，シス

テム創成論の観点から話題提供した． 
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